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公益財団法人 堀科学芸術振興財団 
 

 

 

 



 

 

Ⅰ. 法人の概況 

１． 設立年月日 
 

1991 年 9 月 25 日（2010 年 9 月 1 日 公益財団法人へ移行） 
 

２． 定款に定める目的 
 

本財団法人は愛知県内において行われる自然科学に関する研究開発に対する助成等及び文
化・芸術活動に対する支援、美術館の運営等を行うことによって、自然科学及び文化・芸術の
振興を図り、もって地域社会の活力ある発展に寄与することを目的とする。 

 

３． 定款に定める事業内容 
 

（１） 自然科学の研究を行う個人及び団体に対する助成金の支給その他の支援 
（２） 美術の作家に対する作品の募集、展示等の支援 
（３） 美術品の収集及び堀美術館における保管、展示等 
（４） ⼀般県⺠に対する科学技術及び文化・芸術に関する知識の普及 
（５） その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

４． 所管官庁に関する事項 
 

愛知県 産業労働部 地域産業課 
 

５． 主たる事務所・支部の状況 
 

主たる事務所：愛知県名古屋市東区主税町四丁目 4 番 2  
 

６． 役員等に関する事項                2024 年 3 月 31 日現在 
 

役 職 所属 氏名 常勤･非常勤 
の別 

評議員 愛知芸術文化センター 総⻑ 神田 真秋 非常勤 
評議員 株式会社ダイテック 代表取締役社⻑ 野村 明憲 非常勤 
評議員 株式会社ダイテック 常務取締役 曽我 康弘 非常勤 
評議員 福井コンピュータホールディングス㈱ 常務取締役 橋本 彰 非常勤 
評議員   堀 由紀子 非常勤 
評議員   堀 百合子 非常勤 
理事⻑ 株式会社ダイテックホールディング 取締役最高顧問 堀 誠 非常勤 
理 事 LGT ウェルスマネジメント信託㈱ ﾏﾈｰｼﾞﾝｸﾞﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 志牟田 暁暢 非常勤 
理 事 福井コンピュータホールディングス㈱ 代表取締役社⻑ 佐藤 浩⼀ 非常勤 
理 事 東海国立大学機構 機構⻑ 松尾 清⼀ 非常勤 
理 事 愛知学院大学 特殊基礎研究教授 福井 壽男 非常勤 
理 事 株式会社ダイテックホールディングング 代表取締役社⻑ 堀  誠⼀郎 非常勤 
監 事 ⻄川公認会計⼠事務所 公認会計⼠ ⻄川 承 非常勤 



 

 

 

７． 職員に関する事項                 2024 年 3 月 31 日現在 
 

職員数 前期末比増減 常勤･非常勤の別 
1 名 0 常勤 

 

Ⅱ. 事業の状況 

１．事業の実施状況 
（１）研究助成事業 

 
真理の探究はもとより、現に我々が抱える課題の解決に大きく寄与し得る医学研究を支援す
るため、愛知県内の医学系大学等に所属する若手研究者に対し、第 1 部として 若手研究者を
中心に１件につき 200 万円を、第２部として新規研究プロジェクト１件につき 1,000 万円を、
それぞれの採択数を事前には定めず、総額１億円の研究助成を行いました。 
 
 
第１部 若手研究者プロジェクト 

若手研究者の独創的な発想に基づく研究に対し、１件につき 200 万円を 29 名の 
研究者に、合計 5,800 万円の研究助成を行いました。 
※応募総数 98 件、採択率 29.6％ 

第２部 新規研究開発プロジェクト 
新たにスタートする創造的、挑戦的な研究プロジェクトに対し、１件につき 1,000 
万円を 4 件の研究者に、合計 4,000 万円の研究助成を行いました。 
※応募総数 16 件、採択率 25.0％ 

 
公募・選考方法 
・財団ホームページより公募(2023 年 9 月 1 日〜10 月 31 日の期間) 
・下記選考委員により書類選考実施(2023 年 11 月〜2024 年 1 月) 

なお、選考審査の公平性の担保として、選考委員は自身の所属機関の審査は行わない、 
また利害関係のある研究者・研究内容の審査は行わないこととしました。 

・選考委員⻑より、選考委員会を経て財団理事⻑に採択者候補を答申(2024 年 2 月中旬) 
・財団及び財団理事⻑により、採択者を決定(2024 年 2 月下旬) 
 
 

選考委員⻑ 
東海国立大学機構 理事 名古屋大学 総括副総⻑     医学博⼠  門松 健治 氏 

選考委員 
東海国立大学機構名古屋大学 環境医学研究所 教授    理学博⼠  澤田 誠 氏 
名古屋市立大学 大学院医学研究科⻑・医学部⻑ 教授   医学博⼠  高橋  智 氏 
愛知医科大学 病院⻑ 神経内科学 教授         医学博⼠  道勇 学 氏 
藤田医科大学 副学⻑ 医学部⻑ 精神神経科学講座教授  医学博⼠  岩田 仲生 氏 
愛知県がんセンター研究所 所⻑             医学博⼠  井本 逸勢 氏 
国立⻑寿医療研究センター研究所 所⻑          医学博⼠  櫻井 孝  氏 
愛知学院大学⻭学部 ⻭学部⻑ 教授           医学博⼠  本田 雅規 氏 
自然科学研究機構 生理学研究所 所⻑          医学博⼠  鍋倉 淳⼀ 氏 

 
 
 



 

 

 
助成者一覧 
第１部若手研究者プロジェクト(金額欄の単位は千円) 

№ 所属機関 代表者名 研究課題 助成額 

1 名古屋大学大学院医学系研究科 
神経内科学 

飯田 円 球脊髄性筋萎縮症におけるオリゴデンド
ロサイトによる神経変性基盤の解明 

2,000 

2 名古屋大学 医学部医学系研究
科 

井⼾ 洋旭 人工関節インプラント周囲骨溶解の病態
制御２光子顕微鏡による破骨細胞および
骨芽細胞の動態解析 

2,000 

3 名古屋大学環境医学研究所 病
態神経科学分野 

大岩 康太郎 TDP-43 タンパク質の多量体化に着目し
た筋萎縮性側索硬化症における新規治療
標的の同定 

2,000 

4 名古屋大学大学院創薬科学研究
科 創薬生物科学講座 細胞生
化学分野 

辰川 英樹 細胞外マトリクスの形質変化が誘導する
線維化の分子機構解析 

2,000 

5 名古屋大学 医学部・整形外科 中島 宏彰 高精度なサルコペニア発症・重症化予測モ
デルの構築のためのバイオマーカー探索 

2,000 

6 名古屋大学大学院医学系研究科 
人間拡張・手の外科学 

大木 拓究人 妊娠に必須である自然免疫系細胞が担う
選択的免疫寛容機構の解明 

2,000 

7 名古屋大学大学院医学系研究科 
希少性・難治性がん解析研究講座 

天野 日出 LC/MS を用いた新規神経芽腫バイオマー
カーの濾紙血中定量法の確立 

2,000 

8 名古屋大学医学部附属病院 循
環器内科 

加藤 勝洋 心線維芽細胞に着目した心不全治療法の
開発 

2,000 

9 名古屋大学大学院医学系研究科 
脳神経外科 

布施 佑太郎 Trigeminocervical Complex のニューロモ
デュレーション 

2,000 

10 名古屋大学大学院医学系研究科 
地域在宅医療学老年科学 

藤沢 知里 認知症患者がフレイル・要介護状態に陥る
までの経時的変化の追求 

2,000 

11 名古屋市立大学大学院 医学研
究科 

海野 怜 Spatial single-cell RNA sequence を用いた
オートファジー依存結石抑制遺伝子の
同定 

2,000 

12 名古屋市立大学大学院 医学研
究科 

吉田 道弘 胆汁リキッドバイオプシー；硬化性胆管炎
における胆汁中エクソソーム解析 

2,000 

13 名古屋市立大学 医薬学総合研
究院（薬学） 

保嶋 智也 シナプス小胞におけるモノアミン動態の
新規分子基盤の解明と創薬への応用 

2,000 

14 名古屋市立大学大学院 薬学研
究科 

鈴木 良明 血管リモデリングの発生と成熟に対する
平滑筋カルシウムマイクロドメインの役
割の解明 

2,000 

15 藤田医科大学 医学部・医学科 福光 甘斎 ⻘斑核ノルアドレナリンニューロンによ
る孤独反応の制御機構の解明 

2,000 

16 藤田医科大学 精神・神経病態解
明センター 

窪田 悠力 向社会的行動を司る共感性の神経基盤の
探索 

2,000 

17 愛知県がんセンター研究所  村岡 大輔 空間的トランスクプトミクス解析を用い
たキラーT 細胞の腫瘍内空間制御機構の
解明と新規治療法の開発 

2,000 

18 愛知県がんセンター研究所 分
子診断トランスレーショナルリ
サーチ分野 

梶野 泰祐 p53 制御 lncRNA を標的とする創薬研究 2,000 

19 愛知県がんセンター 腫瘍免疫
制御 TR 分野 

倉光 俊⼀郎 びまん性中心性神経膠腫における CAR-T
細胞疲弊メカニズムの解明と新規治療開
発 

2,000 

20 愛知県がんセンター研究所 医
学部・医学科 

岡本 貴成 膠芽腫におけるネオアンチゲンとがん特
異的 T 細胞受容体の同定および解析 

2,000 

21 国立⻑寿医療研究センター 研
究所 ジェロサイエンス研究セン
ター 

伊藤 尚基 加齢筋特異的な異常筋線維の解析を基盤
としたサルコペニアの分子病態の解明 

2,000 

22 国立⻑寿医療研究センター 認
知症先進医療開発センター 

篠原 充 高脂血症関連因子の認知症保護作用の分
子機序の解明 

2,000 

23 国立⻑寿医療研究センター 老
化疫学研究部 

張 シュ 高齢者の内在的能力(Intrinsic capacity)の
経時的軌跡およびその促進因子に関する
⻑期縦断疫学研究 

2,000 

24 国立⻑寿医療研究センター ジ
ェロサイエンス研究センター 

辻 将吾 脳内エピゲノム変化を介した睡眠断片化
制御機序の解明 

2,000 

 



 

 

 

前ページからのつづき 
№ 所属機関 代表者名 研究課題 助成額 

25 国立⻑寿医療研究センター 研
究所・認知症先進医療開発センタ
ー 

榊原 泰史 加齢性海馬硬化症関連遺伝子が脳の老化
と TDP-43 病理形成に及ぼす影響の解明 

2,000 

26 国立⻑寿医療研究センター 研
究所・認知症先進医療開発センタ
ー 

廣田 湧 バイオマーカーリン酸化タウが反映する
アルツハイマー病のステージと脳内病理
の解明 

2,000 

27 愛知学院大学 ⻭学部 加藤 彰子 口腔機能と全身バランスの相互関係を探
る：3D モーションキャプチャと加速度セ
ンサーを活用した評価 

2,000 

28 生理学研究所 基盤神経科学研
究領域 

米田 泰輔 感受性期に可塑的な大脳皮質神経細胞の
⻑期追跡 

2,000 

29 名古屋工業大学 大学院工学研
究科 

氏原 嘉洋 極限環境下での心臓の恒常性：ハムスター
心筋細胞の構造維持機構の解明 

2,000 

 
 

 
第 2 部新規研究プロジェクト(金額欄の単位は千円) 

№ 所属機関 代表者名 研究課題 助成額 
1 名古屋市立大学大学院医学研究

科 脳神経科学研究所 
齊藤 貴志 アルツハイマー病病態のマウス脳内での

完全モデル化への挑戦 
10,000 

2 名古屋大学 環境医学研究所 菅波 孝祥 死細胞クリアランスの制御による健康寿
命延伸への挑戦 

10,000 

3 愛知医科大学 医学部 都築 忍 がん原性キナーゼ活性を利用した、難治性
白血病の治療 

10,000 

4 国立⻑寿医療研究センター 放
射線診療部/脳機能画像診断開
発部 

加藤 隆司 アルツハイマー病の疾患修飾薬の治療に
おける血液バイオマーカーの役割の実臨
床での検討   

10,000 

 
 

（２）現代美術の支援に関する事業 
 
今期は特に活動を行いませんでした。 
 
 

（３）堀美術館事業 
美術館展示内容 

「文化のみち：堀美術館」を運営し、地域社会の文化振興に努めました。常設展示として
藤田嗣治、梅原龍三郎など、「エコール・ド・パリ（パリ派）」に属する芸術家の作品及
び棟方志功・加山又造・横山大観などの近代日本画を代表する芸術家の作品を中心に、保
存・展示を行っています。 

 
美術館活動 
本年度来館者数 514 名(昨年度 606 名) 
・2023 年 5 月 27 日と 28 日（土日開催）に「いくいくみしる」のクイズラリーに参加（期間

中⼀般大人特別観覧料 500 円）し、延べ 12 名の来館数となりました。 
・2023 年 11 月文化のみちクイズラリーに参加（期間中特別観覧料 300 円）し、延べ 174 名

の来館数となりました。 
 
絵画保存蒐集 
今年度、新たな絵画の蒐集はありませんでした。 
また、所蔵絵画の保管を万全にするため、定期的な温湿度環境モニタリングを行い、収蔵環
境の監視を継続しています。 



 

 

 
 
（４）講演会事業 

 
今期は特に活動を行いませんでした。 
 

 

２．役員会等に関する事項（理事会、評議員会） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

会議名 年月日 議事事項 

理事会 2023 年 5 月 8 日 
（書面決議） 

決議事項 
第 1 号議案 第 13 期事業報告承認の件 
第 2 号議案 第 13 期計算書類承認の件 
第 3 号議案 決議の省略による評議員会の提案 

評議員会 2023 年 5 月 29 日 
（書面決議） 

決議事項 
第 1 号議案 第 13 期事業報告承認の件 
第 2 号議案 第 13 期計算書類承認の件 
第 3 号議案 定款の変更(第 4 章第 12 条 2 項、第 6 章第 25 条 3

項に関する、評議員、役員任期の変更の件) 
第 4 号議案 理事 5 名任期満了につき 3 名再任、2 名退任の件 
第 5 号議案 理事 1 名退任の件 
第 6 号議案 理事 3 名選任の件 
第 7 号議案 監事 1 名任期満了につき 1 名再任の件 
第 8 号議案 評議員 4 名任期満了につき 1 名再任、3 名退任の件 
第 9 号議案 評議員 2 名退任及び 2 名選任の件 
第 10 号議案 評議員 3 名選任の件 

理事会 2023 年 6 月 1 日 
（書面決議） 

決議事項 
議案 理事⻑(代表理事)選定の件 

理事会 2024 年 3 月 11 日 
（書面決議） 

決議事項 
議案 第 15 期事業計画及び収支予算書承認の件 



（単位：円）

当年度 前年度 増減

133,083,411 53,578,600 79,504,811

416,857 402,624 14,233

9,290,660 3,590,660 5,700,000

123,141,084 49,572,372 73,568,712

0 0 0

234,810 12,944

8,186,673,700 7,792,931,250 393,742,450

6,570,760,275 6,216,188,246 354,572,029

4,411,539,920 2,054,034,451 2,357,505,469

1,463,471,593 3,459,786,446 △ 1,996,314,853

216,654,736 223,273,323 △ 6,618,587

479,094,026 479,094,026 0

1,608,576,161 1,568,576,161 40,000,000

345,159,760 305,159,760 40,000,000

1,263,416,401 1,263,416,401 0

7,337,264 8,166,843 △ 829,579

5,082,730 5,681,854 △ 599,124

2,173,534 2,403,989 △ 230,455

56,000 56,000 0

25,000 25,000 0

8,319,757,111 7,846,509,850 473,247,261

199,860 179,921 19,939

0 0 0

199,860 179,921 19,939

199,860 179,921 19,939

6,156,693,513 5,795,502,897 361,190,616

6,156,693,513 5,795,502,897 361,190,616
(5,875,011,513) (5,513,820,897) 361,190,616

(281,682,000) (281,682,000) 0

2,162,863,738 2,050,827,032 112,036,706

2,162,863,738 2,050,827,032 112,036,706
(695,748,762) (702,367,349) △ 6,618,587

(1,326,894,161) (1,286,894,161) 40,000,000

8,319,557,251 7,846,329,929 473,227,322

8,319,757,111 7,846,509,850 473,247,261

（うち特定資産への充当額）

正 味 財 産 合 計

負債・正味財産合計

（うち基本財産への充当額）

流　動　負　債　

未 払 金

預 り 金

負 債 合 計

(正味財産の部)

指定正味財産

指 定 正 味 財 産
（うち基本財産への充当額）

（うち特定資産への充当額）

一般正味財産

一 般 正 味 財 産

(負債の部)

(その他の固定資産)

構 築 物

器 具 備 品

電 話 加 入 権

保 証 金

資 産 合 計

美 術 品

固　定　資　産

(基本財産）

投 資 有 価 証 券

預 金

建 物

土 地

(特定資産）

資 産 取 得 資 金

前 払 費 用

普 通 預 金 (UFJ27)

第 14 期　貸 借 対 照 表

2024年3月31日現在

科　　　目
金　　額

(資産の部)

流　動　資　産

現 金

当 座 預 金 (UFJ65)

普 通 預 金 (UFJ77)



当年度 前年度 増減

基本財産受取利息 18,223 9,606,805 △ 9,588,582

基本財産受取配当金 251,898,285 62,358,160 189,540,125

特定資産受取利息 3,042 3,021 21

受取利息 1,387 1,162 225

美術館入館料 306,500 348,800 △ 42,300

雑収入 0 0 0

経常収益　合計 252,227,437 72,317,948 179,909,489

研究助成事業 助成金支出 98,000,000 100,000,000 △ 2,000,000

公募費用 6,720 6,384 336

選考費用 3,285,117 2,172,582 1,112,535

懇親交流費 0 0 0

雑費 0 0 0

計 101,291,837 102,178,966 △ 887,129

堀美術館事業 建物費用 11,357,935 12,090,657 △ 732,722

運営費用 967,180 1,080,060 △ 112,880

雑費 70,650 64,770 5,880

減価償却費 4,468,899 4,547,925 △ 79,026

計 16,864,664 17,783,412 △ 918,748

事業費　合計 118,156,501 119,962,378 △ 1,805,877

報酬手当 2,177,700 2,488,800 △ 311,100

給料手当等 12,436,560 12,540,560 △ 104,000

福利厚生費 1,923,345 1,772,610 150,735

委託費 216,700 126,940 89,760

地代家賃 1,593,462 1,581,240 12,222

消耗品費 24,079 5,148 18,931

電話代 198,139 155,975 42,164

郵送費 51,698 59,470 △ 7,772

租税公課 27,800 25,700 2,100

手数料 21,450 15,554 5,896

雑費 373,984 380,728 △ 6,744
水道光熱費 10,046 29,294 △ 19,248

減価償却費 2,979,267 3,031,951 △ 52,684

管理費　合計 22,034,230 22,213,970 △ 179,740

112,036,706 -69,858,400 181,895,106

0 0 0

112,036,706 -69,858,400 181,895,106当期経常増減額

（次頁に続く）

特定資産評価損益等

第　14　期　正味財産増減計算書

自 2023年4月1日  至 2024年3月31日

（単位：円）

科　目

一般正味財産増減の部

経
常
収
益

事
業
費

管
理
費

評価損益調整前当期経常増減額



当年度 前年度 増減

第　14　期　正味財産増減計算書

自 2023年4月1日  至 2024年3月31日

（単位：円）

科　目

112,036,706 -69,858,400 181,895,106

雑収益 0 0 0

経常外収益計 0 0 0

雑損失 0 0 0

支払寄付金 0 0 0

経常外費用計 0 0 0

0 0 0

112,036,706 -69,858,400 181,895,106

2,050,827,032 2,120,685,432 △ 69,858,400

2,162,863,738 2,050,827,032 112,036,706

基本財産評価損益等 361,190,616 168,586,764 192,603,852
基本財産受取利息 0 0 0
一般正味財産への振替 0 0 0
美術品受贈益 0 0 0

361,190,616 168,586,764 192,603,852

5,795,502,897 5,626,916,133 168,586,764

6,156,693,513 5,795,502,897 361,190,616

正味財産期末残高 8,319,557,251 7,846,329,929 473,227,322

指定正味財産期末残高

当期経常増減額

当期経常外増減額

一般正味財産増減の部

当期一般正味財産増減額

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高



計 算 書 類 に 対 す る 注 記
１．重 要 な 会 計 方 針

(1) 消費税の会計処理

消費税の会計処理は、税込み方式によっている。

(2) 有価証券の評価基準及び評価方法について

基本財産の投資有価証券 …移動平均法による原価基準を採用している。

(3) 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

(単位：円）

期首残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

投資有価証券 2,054,034,451 2,417,852,543 60,347,074 4,411,539,920

預 金 3,459,786,446 11,240 1,996,326,093 1,463,471,593

建 物 223,273,323 6,618,587 216,654,736

土 地 479,094,026 479,094,026

6,216,188,246 2,417,863,783 2,063,291,754 6,570,760,275

資産取得資金 305,159,760 40,003,042 3,042 345,159,760

美 術 品 1,263,416,401 1,263,416,401

1,568,576,161 40,003,042 3,042 1,608,576,161

7,784,764,407 2,457,866,825 2,063,294,796 8,179,336,436

(4) 基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

(単位：円）

当期末残高
うち指定正味財
産からの充当額

うち一般正味財
産からの充当額

うち負債に対応
する額

投資有価証券 4,411,539,920 4,411,539,920 0 0

預 金 1,463,471,593 1,463,471,593 0 0

建 物 216,654,736 0 216,654,736 0

土 地 479,094,026 0 479,094,026 0

6,570,760,275 5,875,011,513 695,748,762 0

資産取得資金 345,159,760 0 345,159,760 0

美 術 品 1,263,416,401 281,682,000 981,734,401 0

1,608,576,161 281,682,000 1,326,894,161 0

8,179,336,436 6,156,693,513 2,022,642,923 0

科目

（基本財産）

小計

（特定資産）

小計

合計

合計

科目

（基本財産）

小計

（特定資産）

小計



(5) 固定資産の減価償却について

有形固定資産

定率法によっている。ただし、建物（建物付属設備を除く）については定額

法によっている。

また、2016年4月1日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、

定額法を採用している。

有形固定資産の取得価額、減価償却費、減価償却累計額及び当期末残高は、

次のとおりである。

(単位：円）

取得価額 減価償却費 減価償却累計額 当期末残高

建 物 337,879,129 6,618,587 121,224,393 216,654,736

構 築 物 12,220,246 599,124 7,137,516 5,082,730

器 具 備 品 9,878,016 230,455 7,704,482 2,173,534

359,977,391 7,448,166 136,066,391 223,911,000

注) 科目欄の「建物」には、建物附属設備も含まれています。

　　科目欄の「器具備品」には、機械設備も含まれています。

基本財産及び特定資産について、計算書類に対する注記に記載しているため、

内容の記載を省略する。

科目

合　計

附 属 明 細 書




